
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助
成

制
度
改
正

～
ぜ
ん
息
患
者
の
皆
さ
ん
へ
～

　
医
療
券
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）
の
　18

歳
以
上
の
新
規
認
定
が
平
成
　
年
３

27

月
　
日
に
終
了
し
ま
す
。
新
規
申
請

31
を
検
討
し
て
い
る
方
は
早
め
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

燕
現
在
の
制
度
概
要

▼
対
象
　
次
の
①
～
④
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
気
管
支
ぜ
ん
息
で
あ
る
（
　
歳
18

未
満
の
患
者
は
慢
性
気
管
支
炎
、

ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
、
肺
気
し
ゅ

も
対
象
）

②
都
内
に
引
き
続
き
１
年
（
３
歳

未
満
は
６
か
月
）
以
上
住
所
を

有
す
る
（
都
内
に
住
民
登
録
の

必
要
あ
り
）

③
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

④
喫
煙
し
て
い
な
い

助
成
内
容
　
認
定
さ
れ
た
疾
病
の

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
を
助

成
し
ま
す
。
／
申
請
手
続
　
保
健

セ
ン
タ
ー
で
申
請
書
類
の
配
布
・

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

燕
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
次
の

27

内
容
が
変
わ
り
ま
す

※
現
在
お
持
ち
の
医
療
券
は
引
き

続
き
利
用
で
き
ま
す
。

①
生
年
月
日
が
平
成
９
年
４
月
１

日
以
前
の
方

焔
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
、
新

27

規
申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

焔
現
在
認
定
を
受
け
て
医
療
券
が

あ
る
方
は
、
更
新
可
能
で
す
。

更
新
手
続
き
は
有
効
期
間
満
了

の
１
か
月
前
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
度
受
給
資
格
を
失
う
と
再
度

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

焔
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
の
受

30

診
分
か
ら
窓
口
支
払
額
の
う
ち
、

月
額
６
０
０
０
円
ま
で
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
　
年
３
月
　
日
受
診
分
ま

30

31

で
は
、
医
療
費
の
全
額
助
成
を

継
続
し
ま
す
。

②
生
年
月
日
が
平
成
９
年
４
月
２

日
以
降
の
方

焔
医
療
券
の
有
効
期
限
は
、
原
則

　
歳
の
誕
生
日
が
属
す
る
月
の

18末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

脂
問
合
せ
　
制
度
に
つ
い
て
…
東

京
都
福
祉
保
健
局
環
境
保
健
衛
生

課
緯
０
３－

５
３
２
０－

４
４
９

２
（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
／
手
続

き
に
つ
い
て
…
保
健
セ
ン
タ
ー

緯
５
５
５－

１
１
１
１
階
　623

　新
た
な
難
病
医
療
費
助
成
制
度

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
難
病
医
療

27

費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
新

た
な
難
病
医
療
費
助
成
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で

す
。
制
度
の
内
容
や
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
福
祉
保
健

局
疾
病
対
策
課
ま
た
は
羽
村
市
障

害
福
祉
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
東
京
都
福
祉
保
健
局

疾
病
対
策
課
緯
０
３－

５
３
２
０

－

４
０
０
４
ま
た
は
緯
５
１
２－

８
２
９
３
／
障
害
福
祉
課
障
害
福

祉
係
階
　173

戦
没
者
等
の
妻
の
皆
さ
ん
へ

　
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
対
象
　「
第
　
回
特
別
給
付
金

22

い
号
国
庫
債
券
」
を
受
給
し
て
い

た
、
ま
た
は
受
給
権
の
あ
っ
た
方

で
、
引
き
続
き
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
戦

没
者
の
妻
の
方
／
請
求
　
平
成
　28

年
６
月
　
日
ま
で
に
社
会
福
祉
課

13

庶
務
係
へ

脂
問
合
せ
　
東
京
都
福
祉
保
健
局

生
活
福
祉
部
計
画
課
緯
０
３－

５

３
２
０－

４
０
７
７
／
社
会
福
祉

課
庶
務
係
階
　116

第
４
回
羽
村
市
健
康
は
む
ら
　21

審
議
会

▼
日
時
　
　
月
　
日
我
午
後
７
時

11

26

　
分
～
／
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

30２
階
研
修
室
／
定
員
　
　
人
（
希

10

望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
５

５
５－

１
１
１
１
階
　624

第
　
回
羽
村
市
都
市
計
画
審
議
会

25
▼
日
時
　
　
月
　
日
画
午
後
１
時

11

28

～
／
会
場
  市
役
所
西
庁
舎
５
階
委

員
会
室
／
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

16

※
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
当
日

午
後
０
時
　
分
ま
で
に
市
役
所

30

２
階
都
市
計
画
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

予
定
議
案
 「
栄
町
三
丁
目
西
部
地

区
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
策
定
に
つ

い
て
」「
福
生
都
市
計
画
　
生
産
緑

地
地
区
の
変
更
に
つ
い
て
」

脂
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係
階
　288

第
６
回
羽
村
市
高
齢
者
福
祉
計

画
お
よ
び
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
審
議
会

▼
日
時
　
　
月
４
日
牙
午
後
７
時

12

～
／
会
場
　
市
役
所
４
階
特
別
会

議
室
／
定
員
　
５
人
（
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
高
齢
福
祉
介
護
課
高

齢
福
祉
係
階
　175

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
サ
イ
ト
が

で
き
ま
し
た

　
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
バ
ナ
ー
を
追
加
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ペ
ー
ジ
を
表
示

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
蔵
書
検
索

や
利
用
者
情
報
の
確
認
が
よ
り
快

適
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
停
止

　
　
月
１
日
俄
は
休
館
日
と
重
な

12
る
た
め
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
を
停
止
し
ま
す
。

 随
時
予
約
申
込
み
の
で
き
な
い
期
間
 

　
　
月
１
日
俄
午
前
０
時
～
２
日

12
峨
午
前
９
時

 予
約
内
容
照
会
の
で
き
な
い
期
間
 

　
　
月
　
日
蚊
午
後
５
時
～
　
月

11

30

12

２
日
峨
午
前
８
時
　
分
40

 抽
選
結
果
発
表
 

　
　
月
２
日
峨
午
前
８
時
　
分

12

40

平
成
　
年
度
採
用
　
職
員
募
集

27

▼
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生

60

ま
れ
た
方

②
大
学
、
短
期
大
学
な
ど
を
卒
業

し
た
方
ま
た
は
平
成
　
年
３
月

27

卒
業
見
込
み
の
方

③
社
会
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

保
健
師
な
ど
い
ず
れ
か
の
福
祉

に
関
す
る
国
家
資
格
を
有
す
る

方
ま
た
は
採
用
時
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

※
た
だ
し
、
採
用
時
に
は
必
須
条

件
と
な
り
ま
す
。

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
っ

て
い
て
、
運
転
経
験
の
あ
る
方

⑤
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

　
右
記
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
活
字
な
ど
印
刷
文
に
よ
る
出
題

に
対
応
で
き
な
い
方

②
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
お

よ
び
被
補
助
人
で
あ
る
方

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
間
に
あ
る
方

募
集
人
員
　
若
干
名
／
職
務
内
容

一
般
事
務
、
相
談
支
援
業
務
、
障

害
者
施
設
通
所
者
の
生
活
支
援
な

ど
／
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
年

末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分
／
採
用
予

30

15

定
日
　
平
成
　
年
４
月
１
日
／
応

27

募
方
法
　
次
の
必
要
書
類
な
ど
を

　
月
　
日
画
ま
で
に
簡
易
書
留
で

11

21

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は

直
接
社
会
福
祉
協
議
会
へ

①
 申
込
書
（
正
面
、
上
半
身
、
脱

帽
で
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
を

貼
付
）

※
募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
配
布
す
る
ほ

か
、
社
会
福
祉
協
議
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
込
時
に
受
験
票
用
と
し
て
同

じ
写
真
を
も
う
１
枚
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
写
し

③
長
形
３
号
（
１
２
０
　
×
２
３

mm

５
　
）
の
封
筒
に
自
分
の
宛
先

mm
を
記
入
し
　
円
切
手
を
貼
付
し

82

た
も
の

※
二
次
審
査
終
了
後
に
次
の
書
類

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

焔
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
（
最
終

学
歴
の
も
の
）

焔
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
の
も
の
）

焔
社
会
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

保
健
師
な
ど
、
福
祉
に
関
す
る

国
家
資
格
の
証
明
書
の
写
し
ま

た
は
採
用
時
ま
で
に
取
得
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
写
し

恭
一
次
審
査
　

▼
期
日
　
　
月
　
日
臥
午
前
８
時

12

13

　
分
集
合
／
会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

45／
内
容
　
一
般
教
養
な
ど
筆
記
試

験
お
よ
び
作
文

恭
二
次
審
査
　

▼
期
日
　
平
成
　
年
１
月
中
旬
（
一

27

次
審
査
合
格
者
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
）
／
会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
／

内
容
　
面
接

※
休
暇
・
給
与
な
ど
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
羽
村
市
社

会
福
祉
協
議
会
総
務
課
総
務
係
（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
緯
５
５
４－

０

３
０
４
〒
２
０
５－

０
０
０
２
羽

村
市
栄
町
２－

　－

１

18

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
見

舞
金
の
給
付

▼
対
象
　
平
成
　
年
１
月
１
日
以

26

前
か
ら
市
内
に
居
住
し
、
世
帯
の

総
収
入
が
次
の
基
準
額
未
満
で
、

土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
な
い

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

世
帯
人
数
／
総
収
入
額

焔
１
人
／
１
５
４
万
１
千
円
未
満

焔
２
人
／
２
２
７
万
５
千
円
未
満

焔
３
人
／
２
７
７
万
９
千
円
未
満

焔
４
人
／
３
２
８
万
３
千
円
未
満
 

焔
５
人
／
３
５
８
万
６
千
円
未
満

焔
６
人
／
４
０
０
万
３
千
円
未
満

※
住
民
基
本
台
帳
で
世
帯
を
別
と

す
る
方
で
も
、
同
一
敷
地
内
、

同
一
家
屋
に
居
住
す
る
親
ま
た

は
子
な
ど
は
同
一
世
帯
と
し
て

審
査
し
ま
す
。

添
付
書
類
　
平
成
　
年
の
す
べ
て

25

の
収
入
（
源
泉
徴
収
票
・
年
金
振

込
通
知
書
・
確
定
申
告
書
・
児
童

手
当
な
ど
公
的
手
当
の
証
明
書
な

ど
）
の
証
明
書
類
の
写
し
。
証
明

書
が
な
い
場
合
は
申
請
が
で
き
ま

せ
ん
。
／
申
請
方
法
　
　
月
　
日

11

17

俄
～
　
月
３
日
我
（
必
着
）
に
、

12

社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
市
役
所

１
階
社
会
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、

平
成
　
年
の
総
収
入
を
証
明
す
る

25

書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
、
直
接

申
請
先
へ

※
見
舞
金
給
付
の
可
否
お
よ
び
金

額
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

募
金
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て

決
定
し
ま
す
。

脂
申
請
先
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
総
務
係
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
緯
５
５
４－

０
３
０
４

 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 

 ゆ
と
ろ

ゆ
と
ろ
ぎぎ
 

緯緯
５
７
０

５
７
０
 

－－

０
７
０

０
７
０
７７
　

社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかか

社
会
福
祉
協
議
会
か
ららららららららららら
 



講
演
会
「
見
て
わ
か
る
！
聞
い
て

わ
か
る
！
成
年
後
見
制
度
」

　
ど
ん
な
時
に
成
年
後
見
制
度
を

使
え
る
の
か
、
高
齢
の
方
の
事
例
を

寸
劇
で
わ
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
６
日
臥
午
後
２
時

12

～
４
時
／
会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
／
定
員
　
１
２
５
人
（
先

着
順
）
／
内
容
　
東
京
司
法
書
士

会
三
多
摩
支
会
に
よ
る
寸
劇
／
主

催
　
社
会
福
祉
協
議
会
／
後
援
　

羽
村
市

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

脂
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会
　

緯
５
５
４－

０
３
０
４
　

臨
時
職
員
募
集

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
事

業
あ
お
ば
（
看
護
師
）

▼
応
募
資
格
　
看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方

／
募
集
人
員
　
２
人
／
勤
務
日
時

週
２
～
５
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
　
分
（
　
時
間
）
／
勤
務
場
所

30

6.5

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
／
勤
務
内
容
　

障
害
者
の
入
浴
介
助
お
よ
び
日
中

活
動
の
支
援
、
健
康
管
理
な
ど
／

雇
用
期
間
　
　
月
上
旬
～
平
成
　

12

27

年
　
月
　
日
（
以
降
の
期
間
に
つ

11

30

い
て
は
協
議
に
よ
り
決
定
）
／
賃

金
（
時
給
）　
１
５
９
０
円

脂
応
募
方
法
・
問
合
せ
　
　
月
　

11

15

日
臥
～
　
日
峨
に
電
話
連
絡
の
上
、

25

「
履
歴
書
・
資
格
証
明
書
（
写
し
）」

を
郵
送
ま
た
は
直
接
羽
村
市
社
会

福
祉
協
議
会
障
害
者
支
援
課
相
談

支
援
係
へ
緯
５
５
４－

０
３
３
６

〒
２
０
５－

０
０
０
２
羽
村
市
栄

町
２－

　－

１

18

干
支
（
 未
 ）
の
押
絵
づ
く
り

ひ
つ
じ

　
縁
起
の
良
い
干
支
（
未
）
の
押

絵
は
、
華
や
か
で
飾
り
映
え
抜
群

で
す
。
サ
イ
ズ
は
、
幅
　
　
、
高

19
cm

さ
　
・
５
　
で
、
ミ
ニ
色
紙
掛
け
付

21

cm

き
で
す
。

▼
日
時
　
　
月
３
日
我
・
　

日
我

12

10

の
午
前
　
時
～
午
後
３
時
（
全
２

10

日
）
／
会
場
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
／
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

20

／
費
用
　
２
０
０
０
円
／
持
ち
物

目
打
ち
・
ハ
サ
ミ
（
大
・
小
）・
ボ

ン
ド
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
昼
食

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
　
月
　
日

11

20

牙
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
緯
５
５

４－

５
１
３
１

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
行
い
ま
す

　
西
多
摩
保
健
所
で
は
「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
を
行
い
ま
す
。
検
査
は
匿
名
で

行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
保

健
所
で
は
常
時
エ
イ
ズ
や
性
感
染

症
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
心
配
が
あ
れ
ば
相
談
と
検
査

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
日
時
　
　
月
２
日
峨
午
後

12

１
時
　
分
～
４
時
　
分
／
結
果
日

30

30

時
　
　
月
９
日
峨
午
後
３
時
～
４

12

時
　
分
30

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
結
果
は
本
人
に
直
接
伝
え
ま
す
。

本
人
が
再
度
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
　
西
多
摩
保
健
所
１
階
／
費

用
　
無
料
／
検
査
内
容
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ

抗
体
検
査
（
採
血
）

※
希
望
者
に
は
、
性
感
染
症
検
査

（
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
・
淋
菌
感

染
症
）
も
行
い
ま
す
。

脂
問
合
せ
　
西
多
摩
保
健
所
保
健

対
策
課
感
染
症
対
策
係
緯
０
４
２

８－

２
２－

６
１
４
１

青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説

明
会

　
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色

申
告
決
算
書
の
書
き
方
や
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
決
算
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

　
説
明
会
で
は
、
決
算
の
仕
方
を

中
心
に
、
確
定
申
告
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
お
よ
び
青
色
申
告
決

算
書
の
作
成
要
領
や
消
費
税
な
ど

の
概
要
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
概
要
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
４
日
牙
午
後
１
時

12

　
分
～
４
時
／
会
場
　
羽
村
市
産

30業
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
i
ホ
ー
ル

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
青
梅
税
務
署
個
人
課

税
第
１
部
門
緯
０
４
２
８－

２
２

－

３
１
８
５
階
　412

か
し
こ
い
患
者
講
座
「
上
手
に
医

者
に
か
か
る
コ
ツ
～
伝
え
上
手

な
患
者
に
な
る
～
」

　
通
院
・
治
療
中
の
自
分
や
家
族

の
病
気
に
つ
い
て
「
医
師
か
ら
説

明
を
受
け
た
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

「
か
か
り
つ
け
医
に
ど
う
話
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
聞

く
こ
と
・
伝
え
る
こ
と
に
関
す
る

悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
必
要
な

情
報
を
主
治
医
に
伝
え
共
有
す
る

こ
と
は
、
治
療
を
進
め
る
上
で
と

て
も
重
要
で
す
。
後
悔
し
な
い
治

療
を
受
け
る
た
め
に
も
、
患
者
・
家

族
が
知
っ
て
お
く
と
便
利
な
情
報
、

医
療
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
、
患
者
・
家
族
の
心
構
え

な
ど
を
、
現
役
医
師
が
落
語
を
交

え
て
話
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
４
日
牙
午
後
２
時

12

～
５
時
／
会
場
　
公
立
福
生
病
院

多
目
的
ホ
ー
ル
／
対
象
　
テ
ー
マ

に
関
心
の
あ
る
方
・
関
係
者
／
定

員
　
　
人
（
先
着
順
）
／
費
用
　

50

無
料

※
公
立
福
生
病
院
の
駐
車
場
は
有

料
で
す
。

講
師
　
平
松
類
さ
ん
（
東
大
宮
総

合
病
院
眼
科
科
長
、
医
学
博
士
、

昭
和
大
学
兼
任
講
師
）

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
　
月
１
日

12

俄
ま
で
に
、
電
話
で
西
多
摩
保
健

所
企
画
調
整
課
保
健
医
療
係
へ

緯
０
４
２
８－

２
２－

６
１
４
１

広報はむ広報はむらら26.11.126.11.155迎迎

アラカルト情情報
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みんな 知 ってる？
し

のこと！

　 今  回 は、 羽  村 の 「 水 」について 説  明 
こん かい は むら みず せつ めい

するよ ！ 普  段  使 っている
ふ だん つか

 水 にはどん
みず

なとくちょうがあり、どのようにして

みんなのもとに 届 くのでしょうか。
とど

みんなも 調 べてみよう ！
しら

 問 
とい

 合 せ　
あわ

 水  道  事  務  所 緯554-2269
すい どう じ む しょ

　 羽  村 の
は むら

 水  道 
すい どう

 水 
すい

は、 地  面 の 下 にある 豊  富 で
じ めん した ほう ふ

きれいな 水 ( 地  下 
みず ち か

 水 
すい

)を 使 った、 安  全 でおい
つか あん ぜん

しい 水 です。
みず

　 昭  和 59 年 に 当  時 の 厚  生  省 「おいしい 水  研 
しょう わ ねん とう じ こう せい しょう みず けん

 究  会 」が 発  表 した 「おいしい
きゅう かい はっ ぴょう

 水 
みず

の 要  件 」を
よう けん

 満 たしていて、
み

 羽  村 
は むら

の 水 
みず

はお 店 などで 売 られて
みせ う

いるペットボトルの 水 
みず

に 負 けないくらいおい
ま

しいことが 証  明 されて
しょう めい

います。

　 浄  水  場 でつくられた
じょう すい じょう

 水  道 
すい どう

 水 
すい

は、 市  内 に 水 
し ない みず

を 送 り 出 す 「 配 
おく だ はい

 水 
すい

 塔 」に
とう

 送 られます。
おく

　 市  内 には3つの
し ない

 配 
はい

 水 
すい

 塔 があり、
とう

 羽  村 
は むら

 市 を
し

3つの 地  域 に 分 けて、それぞれの
ち いき わ

 配 
はい

 水 
すい

 塔 から
とう

 受 け 持 ちの
う も

 地  域 に
ち いき

 水  道 
すい どう

 水 
すい

を 送 っています。
おく

　そのうちの1つ、 水  道 
すい どう

 事  務  所 の 隣 にある
じ む しょ となり

 配 
はい

 水 
すい

 塔 
とう

は、 高 さが 約 34メートルあります。
たか やく

 浄  水  場 
じょう すい じょう

から 送 られてきた
おく

 水 
みず

は、いったん 塔 
とう

の 下 の 方 にためられた 後 、ポンプにより 上 
した ほう あと うえ

の 方 へくみ 上 げられます。 高 いところから
ほう あ たか

 低 いところへ 流 れる
ひく なが

 水 の
みず

 力 を 使 って、
ちから つか

 配 
はい

 水 
すい

 塔 
とう

の 上 の 方 に 上 がった 水 を、 水  道  管 を 通 じ
うえ ほう あ みず すい どう かん つう

てみんなのもとへ 届 け
とど

ています。

 配  水  塔 が 高 いわけ
はい すい とう たか

みんなのもとに 届 くまで
とど

興 地  下  水 をくみ 上 げる
ち か すい あ

　 市  内 3か 所 にある 井  戸 から 地  下  水 をくみ
し ない しょ い ど ち か すい

 上 げています。
あ

興 水 を
みず

 膜 に 通 してきれいにする
まく とお

　 井  戸 からくみ
い ど

 上 げた
あ

 地  下  水 
ち か すい

を 細 かい 膜 に
こま まく

 通 すことで、 水 をきれいにしています。こ
とお みず

の 作  業 を 「 膜 ろ 過 」といいます。
さ ぎょう まく か

　 羽  村 
は むら

 市 にある
し

 膜 ろ
まく

 過 
か

 施  設 は 性  能 が 高 く、
し せつ せい のう たか

きれいな 水 を 届 けられるようになっていま
みず とど

す。 最  後 に、
さい ご

より 安  全 にみんなのもとに 届 
あん ぜん とど

けるため、 膜 ろ
まく

 過 
か

した 水 を
みず

 消  毒 します。
しょう どく

　 膜 ろ
まく

 過 
か

 施  設 と
し せつ

 消  毒 
しょう どく

する 施  設 
し せつ

は、 水  上  公 
すい じょう こう

 園 の 隣 の 「 浄  水  場 」
えん となり じょう すい じょう

にあります。

 羽  村 の 水 はおいしいの？
は むら みず

 村 
むら

 羽 
は

の 水 
みず

 羽  村 の 水 をどこでも 飲 めるよ
は むら みず の

　 羽  村 
は むら

のおいしい 水 をペットボトルにつめ
みず

た 「 水 
みず

はむら」は、 市  役  所 やスポーツセン
し やく しょ

ターなど 市 
し

の 施  設 の 自  動  販  売  機 や、
し せつ じ どう はん ばい き

 市 
し

 内 の
ない

お 店 などで 売 っています。
みせ う

　 羽  村 
は むら

のおいしい 水 をどこでも 飲 むことが
みず の

できるほか、お 土産 にすれば
みやげ

 遠 くにいる 人 にも
とお ひと

 羽  村 
は むら

の 水 
みず

のおいしさを 知 ってもらう
し

ことができますよ。　

葛 膜 ろ 過  施  設 
まく か し せつ

葛 配  水  塔 （ 左 ）と 水  道  事  務  所 
はい すい とう ひだり すい どう じ む しょ

葛「 水 はむら」
みず


